
（様式第４号） 第 10 回真田地域協議会 会議概要

１ 審議会名 真田地域協議会

２ 日 時 平成22年 1月 20日（水） 午後7時 00分から午後9時 00分まで

３ 会 場 真田地域自治センター 講堂

４ 出 席 者 清水潤会長、佐藤和雄副会長、上原和彦委員、小島俊幸委員、小林豊明委員

小林満子委員、坂口恒子委員、坂口益次委員、塩沢憲子委員、関清美委員

関貞徳委員、中沢盛雄委員、花岡静枝委員、宮下蘭子委員、山宮良雄委員

【欠席委員】5名

５ 市側出席者 笠原センター長、センター全課長、滝沢地域政策係長、武捨主査、宮島主査

６ 公開・非公開等の別 公開 ・ 一部公開 ・ 非公開

７ 傍聴者 0人 記者 0人

８ 会議概要作成年月日 平成22 年 2月 2日

協 議 事 項 等

１ 開 会（佐藤副会長）

２ 会長あいさつ（清水会長）

３ センター長あいさつ（笠原センター長）

４ 会議事項

(1)真田地域協議会の意見書（案）の検討

【説明要旨】

（会長）

この意見書案は、第２分科会の協議報告書をもとに、事務局で意見書の形にまとめ、先週の役

員会で検討したものです。事前に配布していますので、ご確認いただいたかと思いますので、各

委員からご意見があればお願いします。

その前に菅平の委員（菅平自治会長）から説明をいただきます。

（委員：菅平自治会長）

前回の協議会において、菅平のコンベンションホールついてご指摘をいただいた件について説明

します。まずは、この建設に向けた記載を意見書に入れていただきましたことに感謝申し上げます。

菅平では、農業と観光を中心とした菅平高原全体の総合的なビジョンづくりを進めています。そ

の中には、サニアパークの人工芝化やコンベンションホール施設の建設等の内容が含まれていま

す。コンベンションホールについては、菅平高原自然館の建替えという話が発端で、自然館は現代

のニーズに合っていないという考え方から話が進みました。現在の菅平は、農業も観光も非常に苦

しい状況です。枯れ木に水を注ぐようになってしまっては困るので、菅平にある程度の力が残って

いる今、この施設をつくっていただいて地域を活性化させなければいけないと考えています。

意見書に掲載していただいた内容を大切にしながら、菅平として責任を取れるようなビジョンづ

くりを進めてまいります。

（会長）

前回の協議会において、菅平地区としてこの内容を意見書として出すのは早過ぎるのではないか

という菅平の委員からのお話がありましたので、菅平の委員にご協議いただきました。その結果を



委員（自治会長）に話していただきました。

【質疑応答】

（委員）

菅平には文科省の体育研修施設があったと記憶している。高地トレーニングを目玉とするなら

ば、国（文科省）を中心に進めてもらったらどうか。上田市だけで進めればお金がかかり過ぎる。

（委員：菅平自治会長）

昨年の３月に菅平高原体育研究所は閉鎖されている。

（センター長）

現在は文科省から財務省に所管が移っている。菅平高原のビジョンづくりの中に、この敷地や

施設の活用を含めたらどうかと検討しています。

（委員）

自然館、菅平湿原については、どのような状態になっているのか。

（委員：菅平自治会長）

自然館のような施設は、単独では収支が合わない。コンベンションホールの一角に展示室をつ

くったらどうかと構想している。

湿原についてはいろいろな見地があり、地元農家にとっては水位が高くて困るので流れをよく

してほしいという思いと、一方では北海道にしかない植物があるという自然保護の考え方がある。

現状は、国の保安林なので手がつけられない状態になっている。

（委員）

菅平には氷河期の植物が残っていたり、旧石器が出土したりするなどしている。菅平の自然や

歴史を考える上でも、自然館は大変貴重な施設であることを認識してビジョンづくりを進めてほ

しい。

（会長）

他に意見がなさそうですので、この意見書（案）を承認するということでよろしいでしょうか。

（全委員）

承認。

５ その他

（副会長）

次回については、2月 17 日（水）午後７時からとしたいがいかがでしょうか。

特にご意見なければ、２月の協議会は、2 月 17 日（水）午後７時からとします。

（事務局）

２月の協議会の日程を決めていただきましたが、意見書については今日まとめていただきましたので、２

月の協議会に行政から議題が無かった場合、２月は開催せずに３月の開催になると考えますがいかがで

しょうか。

なお、３月の協議会では、22 年度の「わがまち魅力アップ応援事業」の審査を予定しています。審査に



あたり、昨年は自治会の事業は書類審査のみでしたが、自治会以外の事業申請が少ないことと、継続的

に事業が実施されることも踏まえ、自治会にも申請事業内容の説明をいただいたうえで、協議会で審査す

ることとしたいがよろしいでしょうか。

（会長）

事務局からの提案のようにしたいと思いますので、よろしくお願いします。

６ 閉 会

（副会長）

以上で協議会を終了します。


